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(57)【要約】
【課題】足場板を簡易に連結することができ、連結後に
一部の足場板のみを取り外すことができる足場板連結具
を提供する。
【解決手段】
　連結具１の構成を、連結具本体１０と、そのベース部
１１に貫設された少なくとも一対の孔部１５と、ベース
部の下方で幅方向にそれぞれ延びており、前後方向に離
隔している一対の平板体２０と、その両端部から上方に
延出しているピン状の立延部２１と、連結具本体の一対
の側壁部１２において少なくともベース部まで貫通して
おり、立延部が挿通されているスリット１７と、スリッ
ト内で立延部を挿通させ、スリットから抜け止めされて
いると共に、立延部を介して平板体をベース部に向かっ
て付勢しているコイルバネ３１と、一対の平板体それぞ
れから突出しており、コイルバネの付勢によって孔部か
ら突出し、コイルバネの付勢に抗して平板体がベース部
から離隔した際に孔部より下方に没入する突起部２５と
、を具備する構成とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略矩形で平板状のベース部、該ベース部の一対の側辺それぞれから上方に延出している
一対の側壁部、及び一対の該側壁部それぞれの上端から前記ベース部の上方に延出してい
る上壁部を有する連結具本体と、
　一対の前記側壁部が離隔している幅方向と直交する前後方向に離隔して対をなし、前記
ベース部に貫設されている少なくとも一対の孔部と、
　前記ベース部の下方で、前記孔部の一対に対応する位置で前記前後方向に離隔して対を
なし、前記幅方向にそれぞれ延びている一対の平板体と、
　一対の該平板体それぞれの両端部から、前記連結具本体に向かって延出している立延部
と、
　一対の前記側壁部において、前記立延部それぞれと同軸上で、少なくとも前記ベース部
まで貫通するように形成されており、前記立延部が挿通されているスリットと、
　前記平板体を前記ベース部に向かって付勢しているコイルバネと、
　一対の前記平板体それぞれから突出しており、前記コイルバネの付勢によって前記平板
体が前記ベース部に接近した際に、前記孔部を介して前記ベース部より上方に突出し、前
記コイルバネの付勢に抗して前記平板体が前記ベース部から離隔した際に前記孔部の縁よ
り下方に没入する突起部と、を具備し、
　前記コイルバネは、前記スリット内でピン状の前記立延部を挿通させており、前記スリ
ットから抜け止めされていると共に、前記立延部を介して前記平板体を付勢している
ことを特徴とする足場板連結具。
【請求項２】
　略矩形で平板状のベース部、該ベース部の一対の側辺それぞれから上方に延出している
一対の側壁部、及び一対の該側壁部それぞれの上端から前記ベース部の上方に延出してい
る上壁部を有する連結具本体と、
　一対の前記側壁部が離隔している幅方向と直交する前後方向に離隔して対をなし、前記
ベース部に貫設されている少なくとも一対の孔部と、
　前記ベース部の下方で、前記孔部の一対に対応する位置で前記前後方向に離隔して対を
なし、前記幅方向にそれぞれ延びている一対の平板体と、
　一対の該平板体それぞれの両端部から、前記連結具本体に向かって延出している立延部
と、
　一対の前記側壁部において、前記立延部それぞれと同軸上で、少なくとも前記ベース部
まで貫通するように形成されており、前記立延部が挿通されているスリットと、
　前記平板体を前記ベース部に向かって付勢しているコイルバネと、
　一対の前記平板体それぞれから突出しており、前記コイルバネの付勢によって前記平板
体が前記ベース部に接近した際に、前記孔部を介して前記ベース部より上方に突出し、前
記コイルバネの付勢に抗して前記平板体が前記ベース部から離隔した際に前記孔部の縁よ
り下方に没入する突起部と、を具備し、
　前記コイルバネは、前記平板体より下方で前記平板体に交差するように前記連結具本体
に固定されている平板状の固定板部と、前記平板体との間に介設されて前記平板体を付勢
している
ことを特徴とする足場板連結具。
【請求項３】
　それぞれの前記突起部は、前記前後方向において前記ベース部に対する外側から内側に
向かう方向に、漸次高さが増大するように傾斜している
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の足場板連結具。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３の何れか一つに記載の足場板連結具で、隣接する足場板の端部同
士を連結している足場板の連結構造であり、
　前記足場板は、
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長方形の天面部、及び該天面部の一対の長辺それぞれから延出した一対の側面部によって
、長軸方向に直交する方向に切断した断面が下方に開口する略コ字形を形成している足場
板本体と、
該足場板本体の両端部それぞれで、長方形の被覆部、該被覆部の一対の長辺の一方から延
出した上面部、及び前記被覆部の一対の長辺の他方から延出した下面部によって前記長軸
方向に切断した断面が前記長軸方向に開口する略コ字形を形成しており、前記被覆部で前
記足場板本体の端部を被覆し、前記上面部を前記天面部に重ね合わせていると共に、前記
下面部で一対の前記側面部を連結している端部カバーの一対と、を備えており、
　隣接している前記足場板は、それぞれの前記被覆部を対面させた状態で、それぞれの端
部を一つの前記足場板連結具における一対の前記側壁部の間に位置させており、
　前記突起部の一対のうちの一方が前記孔部から突出しており、隣接している前記足場板
の一方の前記下面部と干渉していると共に、前記突起部の一対のうちの他方が前記孔部か
ら突出しており、隣接している前記足場板の他方の前記下面部と干渉している
ことを特徴とする足場板の連結構造。
【請求項５】
　一対の前記突起部の間の前記長軸方向の距離は、前記下面部の前記長軸方向の長さの２
倍より大きい
ことを特徴とする請求項４に記載の足場板の連結構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、足場板の端部同士を連結するための足場板連結具、及び、該足場板連結具を
使用した足場板の連結構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　土木工事や建築工事の現場では、多数の足場板を直列に連設して、作業者や台車等が通
行するための通路を形成することがある。これにより、例えば、地面に凹凸があっても、
それに影響を受けずに通行することができる。また、シールド工法でトンネルを掘る場合
、掘削マシンの後方に形成されるトンネル孔は円筒状であるため、敷設した枕木の上に足
場板を架け渡して連設することにより、水平な通路を形成している。
【０００３】
　このように多数の足場板を直列に連設する場合、従前では、隣接する足場板の端部同士
を上下に重ね合わせ、針金を巻回して連結していた。そのため、足場板の連結箇所で通路
に段差ができ、歩行者がつまずくおそれがあった。また、台車等の車輪に段差を乗り越え
させる際に、台車を押す作業者の労力負担が大きく、段差を乗り越える際の振動で運搬物
の姿勢が不安定となったり落下したりするおそれがあった。更に、多数の足場板を連結す
るに当たり、連結箇所ごとで針金を巻回する作業に要する手間や時間が、多大であるとい
う問題があった。
【０００４】
　そこで、連結するための構造を端部に有している足場板も、実施されている。例えば、
足場板の両端部にそれぞれ凸部と凹部の一対を備えており、且つ、一方の端部と他方の端
部とで凸部と凹部の位置が互い違いとされた足場板が使用されている。このような構成に
より、隣接する二枚の足場板間で、一方の足場板の凸部を他方の足場板の凹部に嵌め込む
ことにより、足場板を連結することができる。
【０００５】
　しかしながら、連結のための特殊な構造を有している足場板は、そのような構造を有し
ている足場板同士でなければ連結することができない。ところが、実際の現場では、特殊
な構造を有していない汎用の足場板を、事業者は既に大量に所有しており、工事にも大量
の足場板を要するため、その全てを特殊な構造の足場板に切り替えることは実際的ではな
い。また、レンタル業者から足場板を含む資材を借り受けて工事を行う事業者も多いが、
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レンタル業者が扱っている足場板は、一般的には、特殊な構造を有していない汎用の足場
板である。
【０００６】
　加えて、隣接する足場板の一方の凸部を他方の凹部に嵌め込んで連結する従来の足場板
は、多数を連結した後で、一部の足場板のみを取り外すことができない点で、不便であっ
た。
【０００７】
　そのため、連結のための構造を端部に有していない汎用の足場板を、端部同士を上下に
重ね合わせることなく、簡易に連結することができ、多数の足場板を連結した後でも、一
部の足場板のみを取り外すことができる足場板連結具が、要請されていた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明は、上記の実情に鑑み、連結のための構造を端部に有していない汎用の
足場板を、端部同士を上下に重ね合わせることなく、簡易に連結することができ、多数の
足場板を連結した後でも、一部の足場板のみを取り外すことができる足場板連結具、及び
該足場板連結具を使用した足場板の連結構造の提供を、課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するため、本発明にかかる足場板連結具（以下、単に「連結具」と称
することがある）は、
「略矩形で平板状のベース部、該ベース部の一対の側辺それぞれから上方に延出している
一対の側壁部、及び一対の該側壁部それぞれの上端から前記ベース部の上方に延出してい
る上壁部を有する連結具本体と、
　一対の前記側壁部が離隔している幅方向と直交する前後方向に離隔して対をなし、前記
ベース部に貫設されている少なくとも一対の孔部と、
　前記ベース部の下方で、前記孔部の一対に対応する位置で前記前後方向に離隔して対を
なし、前記幅方向にそれぞれ延びている一対の平板体と、
　一対の該平板体それぞれの両端部から、前記連結具本体に向かって延出している立延部
と、
　一対の前記側壁部において、前記立延部それぞれと同軸上で、少なくとも前記ベース部
まで貫通するように形成されており、前記立延部が挿通されているスリットと、
　前記平板体を前記ベース部に向かって付勢しているコイルバネと、
　一対の前記平板体それぞれから突出しており、前記コイルバネの付勢によって前記平板
体が前記ベース部に接近した際に、前記孔部を介して前記ベース部より上方に突出し、前
記コイルバネの付勢に抗して前記平板体が前記ベース部から離隔した際に前記孔部の縁よ
り下方に没入する突起部と、を具備する」ものである。
【００１０】
　そして、本構成において「コイルバネ」は、「前記スリット内でピン状の前記立延部を
挿通させており、前記スリットから抜け止めされていると共に、前記立延部を介して前記
平板体を付勢している」構成、或いは、「前記平板体より下方で前記平板体に交差するよ
うに前記連結具本体に固定されている平板状の固定板部と、前記平板体との間に介設され
て前記平板体を付勢している」構成、とすることができる。
【００１１】
　上記で規定しているように、本書面では、連結具において一対の側壁部が離隔している
方向を「幅方向」とし、幅方向に直交している方向を「前後方向」としている。また、「
上方」及び「下方」は、足場板が水平となるように連結する場合の連結具における「上方
」及び「下方」を指している。
【００１２】
　上記構成において「孔部」は、前後方向に離隔している二つを一対として「少なくとも
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一対」が設けられる。一対の平板体は、孔部の一対にそれぞれ対応した位置にあり、平板
体から突出している突起部は、孔部を介してベース部より上方に突出する構成である。従
って、複数対の孔部を設ける場合は、一対の平板体それぞれにおいて、孔部の対の数と同
数の突起部を、孔部と対応する位置に設けると良い。
【００１３】
　上記構成の連結具で連結する対象の足場板は、連結のための構造を端部に有していない
汎用の足場板であり、仮設工業会の基準に則った基本的な構成において共通している足場
板である。共通している基本的な構成として、連結対象の足場板は、足場板本体と、足場
板本体の両端部それぞれに設けられた一対の端部カバーとを有している。ここで、足場板
本体は、長方形の天面部、及び天面部の一対の長辺それぞれから延出した一対の側面部に
よって、長軸方向に直交する方向に切断した断面が下方に開口する略コ字形を形成してい
る。また、端部カバーは、長方形の被覆部、被覆部の一対の長辺の一方から延出した上面
部、及び被覆部の一対の長辺の他方から延出した下面部によって、足場板本体の長軸方向
に切断した断面が長軸方向に開口する略コ字形を形成しており、端部カバーの被覆部で足
場板本体の端部を被覆し、端部カバーの上面部を足場板本体の天面部に重ね合わせている
と共に、端部カバーの下面部で足場板本体の一対の側面部を連結している。
【００１４】
　上記構成の連結具を使用して、上記構成の汎用の足場板の二枚を、次のようにして直列
に連結することができる。まず、連結具において、一対の平板体のうちの一方の両端部か
ら連結具本体に向かってそれぞれ延出している一対の立延部に、コイルバネの付勢に抗し
て押し下げる力を作用させる。これにより、平板体をベース部から離隔させ、突起部をベ
ース部における孔部の縁より下方に没入させることができる。この状態で、連結対象の二
枚の足場板の一方の端部を、連結具においてベース部と一対の側壁部とで形成されている
空間内に、前後方向に進入させる。そして、足場板の下面部が、その時点で離隔させてい
る平板体から突出している突起部の位置を超えた段階で、立延部を押し下げている力を除
く。これにより、コイルバネの付勢によって平板体がベース部に接近し、突起部が孔部を
介してベース部より上方に突出する。
【００１５】
　同様に、連結具において、一対の平板体のうちの他方の両端部から連結具本体に向かっ
てそれぞれ延出している一対の立延部に、コイルバネの付勢に抗して押し下げる力を作用
させ、突起部を孔部の縁より下方まで没入させた状態とし、連結対象の二枚の足場板の他
方の端部を、反対方向から連結具内の空間に進入させる。そして、足場板の下面部が、そ
の時点で離隔させている平板体から突出している突起部の位置を超えた段階で、立延部を
押し下げている力を除けば、突起部が孔部より上方に突出する。
【００１６】
　本構成の連結具では、コイルバネが平板体を、ベース部に接近する方向に向かって常に
付勢している。換言すれば、突起部は、孔部から上方に突出する方向に常に付勢されてい
る。従って、上記のように連結された二枚の足場板は、どちらを連結具から引き出そうと
しても、その足場板の下面部と連結具の突起部との干渉によって引き出せない状態であり
、対面させたそれぞれの端部を連結具内の空間に位置させた状態が維持される。つまり、
一つの連結具によって、二枚の足場板の端部同士を、しっかりと連結することができる。
また、足場板の端部の上方には、連結具の上壁部が存在するため、上方に向かう外力が足
場板に作用しても、足場板が連結具から外れることがなく、連結状態が維持される。
【００１７】
　そして、多数の足場板を同様に連結した後であっても、次のように、一枚の足場板のみ
を取り外すことができる。すなわち、立延部に対して押し下げる力を作用させることによ
り、一対の平板体の双方をベース部から離隔させ、双方の平板体から突出している突起部
をそれぞれ孔部の縁より下方に没入させる。このようにして、連結具の突起部が足場板の
下面部と干渉しなくなった状態とした上で、二枚の足場板の一方に向かって連結具をスラ
イドさせる。取り外したい足場板の両端部の連結具について、その前後方向における端部



(6) JP 2017-145679 A 2017.8.24

10

20

30

40

50

が足場板の端部を越えて突出しない位置までスライドさせれば、その足場板を取り外すこ
とができる。
【００１８】
　以上のように、本構成の連結具により、足場板の端部同士を上下に重ね合わせることな
く、足場板を連結することができる。また、連結具の突起部と足場板の下面部との干渉に
よる連結であり、連結状態はコイルバネによって突出方向に付勢されている突起部によっ
て維持される。つまり、ボルト等の何らかの部材で連結状態を固定する作業が不要であり
、連結の作業が簡易である。加えて、多数の足場板を連結した後でも、一部の足場板のみ
を、簡易な作業で取り外すことができる。
【００１９】
　なお、連結具のベース部は「平板状」であり、ベース部に対して下方から離隔接近する
構成も「平板体」である。また、平板体の下方に「固定板部」を具備する場合も、その固
定板部は平板状である。そのため、連結された足場板によって形成される通路は、連結具
に影響を受けることなく平坦となる。
【００２０】
　本発明にかかる足場板連結具は、上記構成に加え、
「それぞれの前記突起部は、前記前後方向において前記ベース部に対する外側から内側に
向かう方向に、漸次高さが増大するように傾斜している」ものとすることができる。
【００２１】
　コイルバネの付勢によって突起部が孔部から上方に突出している状態で、連結具内の空
間に足場板の端部を進入させていくと、足場板の下面部は突起部に当接するが、本構成の
突起部は、足場板の進入方向に漸次高さが増すように傾斜している。従って、足場板を進
入させる力によって、足場板の下面部が突起部を徐々に押し下げるような力が作用し、コ
イルバネの付勢に抗して平板体がベース部から徐々に離隔する。
【００２２】
　そして、更に足場板を押し進めて行くと、足場板の下面部と突起部との接触がなくなっ
た時点で、コイルバネの付勢によって突起部が一気に孔部から突出する。
【００２３】
　従って、本構成の連結具によれば、手操作で立延部を押し下げ、下面部が突起部を超え
たタイミングで押し下げている力を除くという作業を要することなく、足場板の端部を連
結具内の空間に押し込むだけの極めて簡易な作業で、足場板を連結することができる。
【００２４】
　次に、本発明にかかる足場板の連結構造（以下、単に「連結構造」と称することがある
）は、
「上記に記載の足場板連結具で、隣接する足場板の端部同士を連結している足場板の連結
構造であり、
　前記足場板は、
長方形の天面部、及び該天面部の一対の長辺それぞれから延出した一対の側面部によって
、長軸方向に直交する方向に切断した断面が下方に開口する略コ字形を形成している足場
板本体と、
該足場板本体の両端部それぞれで、長方形の被覆部、該被覆部の一対の長辺の一方から延
出した上面部、及び前記被覆部の一対の長辺の他方から延出した下面部によって前記長軸
方向に切断した断面が前記長軸方向に開口する略コ字形を形成しており、前記被覆部で前
記足場板本体の端部を被覆し、前記上面部を前記天面部に重ね合わせていると共に、前記
下面部で一対の前記側面部を連結している端部カバーの一対と、を備えており、
　隣接している前記足場板は、それぞれの前記被覆部を対面させた状態で、それぞれの端
部を一つの前記足場板連結具における一対の前記側壁部の間に位置させており、
　前記突起部の一対のうちの一方が前記孔部から突出しており、隣接している前記足場板
の一方の前記下面部と干渉していると共に、前記突起部の一対のうちの他方が前記孔部か
ら突出しており、隣接している前記足場板の他方の前記下面部と干渉している」ものであ
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る。
【００２５】
　これは、連結のための構造を端部に有していない汎用の足場板を、上記構成の連結具で
連結している連結構造である。
【００２６】
　本発明にかかる足場板の連結構造は、上記構成において、
「一対の前記突起部の間の前記長軸方向の距離は、前記下面部の前記長軸方向の長さの２
倍より大きい」ものとすることができる。
【００２７】
　上記のように、本発明の連結構造では、連結具の突起部と足場板の下面部との干渉によ
って、足場板の端部同士が連結されているが、本構成では、一対の突起部の長軸方向の距
離、すなわち連結具において前後方向に離隔している一対の突起部間の距離は、同方向に
おける足場板の下面部の長さの２倍より大きい。従って、二枚の足場板を一つの連結具で
連結した状態で、足場板の端部同士の間（端部カバーの被覆部同士の間）に、隙間を設け
ることができる。
【００２８】
　そのため、隙間の分だけ、一方の足場板の長軸方向に対して、他方の足場板の長軸方向
を傾けることが可能である。これにより、直列方向に連設される足場板により形成される
通路を、容易にカーブさせることができる。これは、端部の凸部と凹部とで連結する従来
の足場板では実現できなかったことであり、大きな利点である。
【発明の効果】
【００２９】
　以上のように、本発明の効果として、連結のための構造を端部に有していない汎用の足
場板を、端部同士を上下に重ね合わせることなく、簡易に連結することができ、多数の足
場板を連結した後でも、一部の足場板のみを取り外すことができる足場板連結具、及び該
足場板連結具を使用した足場板の連結構造を、提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の第一実施形態である足場板連結具について、（ａ）突起部が孔部から突
出している状態の斜視図、及び、（ｂ）突起部が孔部に没入している状態の斜視図である
。
【図２】図１の足場板連結具の底面図である。
【図３】（ａ）図１（ａ）の状態の側面図、及び、（ｂ）図１（ｂ）の状態の側面図であ
る。
【図４】（ａ）図３（ａ）におけるＡ－Ａ線断面図、及び、（ｂ）図３（ｂ）におけるＢ
－Ｂ線断面図である。
【図５】（ａ）～（ｃ）図１の足場板連結具による足場板の連結を説明する図である。
【図６】（ｄ）図５に引き続き、図１の足場板連結具による足場板の連結を説明する図、
及び、（ｅ）図１の足場板連結具で足場板を連結した構造を示す断面図である。
【図７】図１の足場板連結具で足場板を連結した構造を示す斜視図である。
【図８】連結した足場板の一部を取り外す作業の説明図である。
【図９】図１の足場板連結具の連結対象の足場板について、（ａ）端部を上から見た斜視
図、及び、（ｂ）端部を下から見た斜視図である。
【図１０】本発明の第二実施形態である足場板連結具について、（ａ）突起部が孔部から
突出している状態を上方から見た斜視図、及び、（ｂ）同じ状態を下方から見た斜視図で
ある。
【図１１】図１０の足場板連結具について、（ａ）突起部が孔部から突出している状態の
断面図、及び、（ｂ）突起部が孔部に没入している状態の断面図である。
【図１２】（ａ）図１０の足場板連結具による足場板の連結を説明する図、及び、（ｂ）
図１０の足場板連結具で足場板を連結した構造を示す断面図である。
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【図１３】第一実施形態の変形例である足場板連結具の（ａ）突起部が孔部から突出して
いる状態の斜視図、及び、（ｂ）突起部が孔部に没入している状態の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本発明の第一実施形態である足場板連結具１（以下、単に「連結具１」と称する
）、及び、連結具１を使用した連結構造について、図１乃至図８を用いて説明する。まず
、連結具１の構成について説明する。
【００３２】
　連結具１は、略矩形で平板状のベース部１１、ベース部１１の一対の側辺それぞれから
上方に延出している一対の側壁部１２、及び一対の側壁部１２それぞれの上端からベース
部１１の上方に延出している上壁部１３を有する連結具本体１０と、一対の側壁部１２が
離隔している幅方向と直交する前後方向に離隔して対をなし、ベース部１１に貫設されて
いる少なくとも一対の孔部１５と、ベース部１１の下方で、孔部１５の一対に対応する位
置で前後方向に離隔して対をなし、幅方向にそれぞれ延びている一対の平板体２０と、一
対の平板体２０それぞれの両端部から、連結具本体１０に向かって延出している立延部２
１と、一対の側壁部１２において、立延部２１それぞれと同軸上で、少なくともベース部
１１まで貫通するように形成されており、立延部２１が挿通されているスリット１７と、
平板体２０をベース部１１に向かって付勢しているコイルバネ３１と、孔部１５の真下で
一対の平板体２０それぞれから突出している突起部２５と、を具備している。
【００３３】
　第一実施形態の連結具１において、立延部２１はピン状である。そして、コイルバネ３
１は、スリット１７内で立延部２１を挿通させており、スリット１７から抜け止めされて
いると共に、立延部２１を介して平板体２０を付勢している。
【００３４】
　より詳細には、連結具本体１０において一対の側壁部１２は、それぞれベース部１１に
対して直角に立ち上がっている。また、上壁部１３は一対の側壁部１２それぞれの上端か
らベース部１１と平行に延出している。つまり、連結具本体１０は、幅方向における両端
部側で、ベース部１１、側壁部１２、及び上壁部１３によって、内方に向かって開口した
コ字形を呈している。
【００３５】
　また、本実施形態では、前後方向に離隔して対をなす孔部１５を、二対備えている。二
対のうちの一対をなす孔部１５の一方と、他の対をなす孔部１５の一方は、幅方向におい
て同一の線上にあり、その真下に、一対の平板体２０のうちの一方が幅方向に延びている
。また、二対のうちの一対をなす孔部１５の他方と、他の対をなす孔部１５の他方は、同
じく幅方向において同一の線上にあり、その真下に、一対の平板体２０のうちの他方が幅
方向に延びている。
【００３６】
　スリット１７は、立延部２１に対応して形成される構成であり、立延部２１は一対の平
板体２０ぞれぞれの両端から上方に向かって延出している。そのため、一つの連結具１当
たり、立延部２１及びスリット１７の数は、共に四つである。本実施形態のスリット１７
は、ベース部１１から側壁部１２の上端まで貫通しており、ベース部１１から中途位置ま
でのスリット幅は、それより上方のスリット幅より狭い。この狭いスリット幅は、ピン状
の立延部２１の直径より僅かに大きく設定されている。
【００３７】
　コイルバネ３１は圧縮バネであり、スリット幅が広い部分のスリット１７内で、立延部
２１によって挿通されている。コイルバネ３１の直径は、狭い部分のスリット幅より大き
いため、スリット幅が変化している位置より下方への移動が制限されている。また、コイ
ルバネ３１の上端は、立延部２１の先端近傍に固定されている。これにより、スリット１
７から上方へのコイルバネ３１の抜け止めがなされている。なお、ここでは、コイルバネ
３１の上端が立延部２１の先端近傍に直接的に固着されている場合を、図示により例示し
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ているが、これに限定されない。例えば、立延部２１の先端近傍において周方向に凹部を
設け、ここにＥ型止め輪などのストッパを嵌め込むことにより、スリット１７から上方へ
のコイルバネ３１の抜け止めとすることができる。
【００３８】
　本実施形態では、スリット幅が広い部分のスリット１７内で、コイルバネ３１より下方
においてリング３２を立延部２１に挿通させている。このリング３２の直径は、狭い部分
のスリット幅より大きい。このリング３２があることにより、立延部２１を押し下げるよ
うな力が作用したときにコイルバネ３１を圧縮させる力が、コイルバネ３１に対して均等
に作用する。また、コイルバネ３１は、平板体２０がベース部１１に当接している状態で
僅かに圧縮されており、元に戻ろうとする力によって、スリット１７内を上方に移動させ
る方向に立延部２１を常に付勢している。すなわち、コイルバネ３１は、平板体２０に対
してベース部１１に向かう方向に付勢する力を、常に作用させている。
【００３９】
　突起部２５は、孔部１５に対応して、一対の平板体２０それぞれに二つずつ設けられて
いる。それぞれの突起部２５は、前後方向においてベース部１１に対する外側から内側に
向かう方向に、漸次高さが増大するように傾斜している。本実施形態では、突起部２５は
側面視で直角三角形であり、前後方向における内側の辺がベース部１１に対して直角であ
る。なお、連結具１は、幅方向の中心線に対して対称で、且つ、前後方向の中心線に対し
て対称な構成である。
【００４０】
　上記構成により、連結具１に外力が作用していない通常時は、コイルバネ３１の付勢に
よって、図１（ａ）、図３（ａ）、及び図４（ａ）に示すように、平板体２０はベース部
１１に当接しており、突起部２５は孔部１５を介してベース部１１より上方に突出してい
る。一方、コイルバネ３１の付勢に抗して、立延部２１に対して押し下げるような力が作
用すると、図１（ｂ）、図３（ｂ）、及び図４（ｂ）に示すように、平板体２０はベース
部１１から離隔し、突起部２５を孔部１５の縁より下方に没入させることができる。この
状態でコイルバネ３１は、スリット幅の狭い部分のスリット１７によって下降を規制され
たリング３２と、立延部２１の先端との間で圧縮されており、元に戻ろうとする力によっ
て、ベース部１１に向かう方向に付勢する力を平板体２０に大きく作用させている。
【００４１】
　上記構成の連結具１による連結対象の足場板５は、図９に端部近傍を示すように、連結
のための構造を端部に有していない汎用の足場板５であり、足場板本体５０と、足場板本
体５０の両端部それぞれに設けられた一対の端部カバー６０とを有している。足場板本体
５０は、長方形の天面部５１、及び天面部５１の一対の長辺それぞれから延出した一対の
側面部５２によって、長軸方向に直交する方向に切断した断面が下方に開口する略コ字形
を形成している。端部カバー６０は、長方形の被覆部６２、被覆部６２の一対の長辺の一
方から延出した上面部６１、及び被覆部６２の一対の長辺の他方から延出した下面部６３
によって、足場板本体５０の長軸方向に切断した断面が、長軸方向における内方に開口す
る略コ字形を呈しており、端部カバー６０の被覆部６２で足場板本体５０の端部を被覆し
、端部カバー６０の上面部６１を足場板本体５０の天面部５１に重ね合わせていると共に
、端部カバー６０の下面部６３で足場板本体５０の一対の側面部５２を連結している。
【００４２】
　なお、図９では、足場板本体５０が、側面部５２の下端から、内側に向けて天面部５１
と平行に延出している底面部５３と、天面部５１の裏面に設けられた、強度を補強するた
めのリブ５６とを、更に備える場合を例示している。
【００４３】
　次に、連結具１による足場板５の連結について、主に図５及び図６を用いて説明する。
まず、図５（ａ）に示すように、連結具１に外力が作用しておらず、コイルバネ３１の付
勢によって突起部２５が孔部１５から上方に突出している状態の連結具１の内部空間に、
一方の足場板５の端部を進入させていく。足場板５の進入に伴い、図５（ｂ）に示すよう
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に、足場板５の下面部６３が突起部２５に当接する。
【００４４】
　突起部２５は、足場板５の進入方向に漸次高さが増すように傾斜しているため、足場板
５を進入させる力によって、突起部２５を押し下げるような力が作用する。これにより、
図５（ｂ），（ｃ）に示すように、コイルバネ３１を圧縮しながら立延部２１及び平板体
２０が下降して、平板体２０がベース部１１から離隔し、足場板５は下面部６３で突起部
２５を徐々に押し下げながら前進する。
【００４５】
　そして、更に足場板５を押し進めることにより、図６（ｄ）に示すように、足場板５の
下面部６３が突起部２５の上を通過して両者の接触がなくなると、圧縮されているコイル
バネ３１が元に戻ろうとする付勢力によって、立延部２１及び平板体２０が上方に一気に
移動し、これに伴って突起部２５が一気に孔部１５から突出する。これにより、足場板５
を連結具１から引き出そうとしても、足場板５の下面部６３と連結具１の突起部２５との
干渉により、引き出せない状態となる。つまり、突起部２５が、足場板５の引き出し方向
の移動に対するストッパとして作用する。本実施形態では、突起部２５の内側の辺がベー
ス部１１に対して直角であるため、下面部６３との当接が安定しており、ストッパとして
安定的に作用する。
【００４６】
　また、足場板５の端部の上方には、連結具１の上壁部１３が存在するため、上方に向か
う外力が足場板５に作用しても、足場板５が連結具１から外れることがなく、連結状態が
維持される。
【００４７】
　そして、他方の足場板５についても同様に、連結具１の内部空間に反対側から進入させ
ることにより、図６（ｅ）に示すように、二枚の足場板５の端部同士が一つの連結具１に
よって連結された状態となる。すなわち、隣接している足場板５は、それぞれの被覆部６
２を対面させた状態で、それぞれの端部を一つの連結具１における一対の側壁部１２の間
に位置させており、二対の突起部２５それぞれにおいて対をなす突起部２５の一方が孔部
１５から突出して、隣接している足場板５の一方の下面部６３と干渉していると共に、対
をなす突起部２５の他方が孔部１５から突出して、隣接している足場板５の他方の下面部
６３と干渉している足場板５の連結構造、が構築される。
【００４８】
　このように、二枚の足場板５が連結具１によって連結された状態では、一方の足場板５
が連結具１の内部に向かう移動に対しては、他方の足場板５がストッパとして作用する。
【００４９】
　ここで、本実施形態では、図６（ｅ）に示すように、連結具１における一対の突起部２
５の間の距離Ｌ１が、足場板５の下面部６３の長軸方向の長さＬ２の２倍より、１ｃｍ～
３ｃｍ大きい設定としている。これにより、連結された足場板５の端部同士の間（被覆部
６２同士の間）に、（Ｌ１－２×Ｌ２）の隙間Ｓが生じる。その結果、その隙間Ｓの分だ
け、一方の足場板５の長軸方向に対して、他方の足場板５の長軸方向を傾けることが可能
であり、直列方向に連設される足場板５により形成される通路を、カーブさせることがで
きる。
【００５０】
　次に、多数の足場板５を連結して長い通路を形成した後に、一部の足場板５を取り外す
方法について説明する。まず、連結具１の全ての立延部２１に対して、コイルバネ３１の
付勢に抗して押し下げる方向の力を作用させる。これにより、一対の平板体２０の双方が
ベース部１１から離隔し、双方の平板体２０に形成されている突起部２５を、それぞれ孔
部１５の縁より下方に没入させることができる。このようにして、連結具１の突起部２５
が足場板５の下面部６３と干渉しなくなった状態とした上で、二枚の足場板５の一方に向
かって連結具１をスライドさせる。図８に示すように、連結具１の前後方向における端部
が足場板５の端部を越えて突出しない位置までスライドさせ、取り外したい足場板５のも
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う一方の端部を連結している連結具１についても同様にスライドさせれば、その足場板５
を取り外すことができる。
【００５１】
　以上のように、本実施形態の連結具１により、足場板５の端部同士を上下に重ね合わせ
ることなく、足場板５を連結することができる。また、連結具１の突起部２５と足場板５
の下面部６３との干渉による連結であり、ボルト等の部材で連結状態を固定する作業が不
要であるため、連結の作業が簡易である。
【００５２】
　また、突起部２５が、足場板５を進入させる方向に高さが漸次増大する傾斜を有してい
るため、手操作で立延部２１を押し下げ、その力を下面部６３が突起部２５を越えたタイ
ミングで除くという作業を要することなく、足場板５の端部を連結具１内の空間に押し込
むだけの極めて簡易な作業で、足場板５を連結することができる。
【００５３】
　加えて、多数の足場板５を連結した後でも、連結具１をスライドさせるのみで、一部の
足場板５を簡易に取り外すことができる。
【００５４】
　更に、連結された足場板５の端部同士の間に、敢えて隙間Ｓが形成されるように、一対
の突起部２５間の距離Ｌ１と足場板５の下面部６３の長さＬ２との関係を設定しているた
め、足場板５の長軸方向を僅かに傾けることが可能であり、足場板５の連結により形成さ
れる通路をカーブさせることができる。
【００５５】
　次に、本発明の第二実施形態である足場板連結具２（以下、単に「連結具２」と称する
）、及び、連結具２を使用した連結構造について、図１０乃至図１２を用いて説明する。
連結具２において連結具１と同様の構成については、同一の符号を付して詳細な説明は省
略する。連結具２の構成が連結具１の構成と相違する点は、平板体２０をベース部１１に
向かって付勢しているコイルバネの取り付けに関する構造である。連結具１では、コイル
バネ３１がピン状の立延部２１によって挿通されていたのに対し、連結具２は、平板体２
０より下方で平板体２０に交差するように連結具本体１０に固定されている平板状の固定
板部４０を具備しており、固定板部４０と平板体２０との間にコイルバネ３５が介設され
ている。
【００５６】
　また、連結具１の立延部２１はピン状であったが、連結具２の立延部２１ｂは平板状で
あり、平板体２０を構成する平板材の両端を上方に屈曲させることにより形成されている
。これは、連結具１の立延部２１とは異なり、コイルバネ３５を立延部２１ｂで挿通させ
る必要がないためである。
【００５７】
　より詳細に説明すると、連結具２は固定板部４０を一対備えている。それぞれの固定板
部４０は、細長い平板材の両端部を上方に向かって逆Ｌ字状に屈曲させた形状であり、屈
曲させた両端部がベース部１１の下面に固着されている。それぞれの固定板部４０は、前
後方向に延びており、平板体２０とは直交している。固定板部４０からは、平板体２０と
の交差位置で上方に向かってピン４１が突設されており、このピン４１によってコイルバ
ネ３５が挿通されている。ピン４１の上端は、平板体２０に穿設された貫通孔部２７に臨
んでいる。本実施形態では、一対の固定板部４０は、前後方向に離隔して対をなしている
二対の孔部１５それぞれを結ぶ直線の真下に位置しており、一対の固定板部４０それぞれ
に対して二つのピン４１及びコイルバネ３５が、対をなす二つの孔部それぞれの真下に位
置するように設けられている。また、ピン４１は、貫通孔部２７を貫通して更に孔部１５
に臨んでいるが、孔部１５の縁より上方には突出しない高さである。なお、固定板部４０
は、必ずしも孔部１５の真下にある必要はないが、その場合のピン４１の長さは、ベース
部１１に平板体２０が当接している状態で、平板体２０の上面より突出しない長さに設定
される。
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【００５８】
　コイルバネ３５は、平板体２０より上方に抜け出さないように抜け止めされている。本
実施形態では、ピン４１が貫通する孔部が上端側でコイルバネ３５より小径とされること
により、コイルバネ３５の抜け止めがなされている。具体的には本実施形態では、平板を
Ｌ字形に屈曲させて形成される二つの面の一方で突起部２５を構成させており、他方の面
である支持面部２６が平板体２０の上面に重畳している。この支持面部２６には、貫通孔
部２８が穿設されており、貫通孔部２７と連通している。そして、平板体２０の貫通孔部
２７はコイルバネ３５より大径であるが、支持面部２６の貫通孔部２８はコイルバネ３５
より小径である。これにより、コイルバネ３５は平板体２０と支持面部２６との境界より
上方に抜け出すことはなく、平板体２０と固定板部４０との間に介設された状態となる。
なお、コイルバネ３５の抜け止めは、このような構成に限定されず、単純に貫通孔部２７
をコイルバネ３５より小径としても良い。
【００５９】
　コイルバネ３５は圧縮バネであり、ベース部１１に平板体２０が当接している状態で僅
かに圧縮されていることにより、平板体２０に対してベース部１１に向かう方向に付勢す
る力を、常に作用させている。そして、コイルバネ３５の付勢に抗して、立延部２１ｂに
対して押し下げるような力が作用すると、平板体２０が固定板部４０に近づくように下降
するため、平板体２０と固定板部４０との間でコイルバネ３５が圧縮され、元に戻ろうと
する力によって、平板体２０に対してベース部１１に向かう方向に付勢する力をより大き
く作用させる。
【００６０】
　足場板５を連結具２で連結する際は、連結具１の場合と同様に、連結具２の内部空間に
、足場板５の端部を進入させていく。これに伴い、足場板５の下面部６３との当接により
突起部２５が押し下げられ、図１１（ｂ）及び図１２（ａ）における右側に示すように、
コイルバネ３５を固定板部４０との間で圧縮しながら平板体２０がベース部１１から離隔
する。足場板５の更なる前進に伴い、下面部６３が突起部２５の上を通過して両者の接触
がなくなると、圧縮されているコイルバネ３５が元に戻ろうとする付勢力によって、図１
２（ａ）における左側に示すように、平板体２０が一気に上昇し、これに伴って突起部２
５が一気に孔部１５から突出する。
【００６１】
　これにより、図１２（ｂ）に示すように、隣接している足場板５が、それぞれの被覆部
６２を対面させた状態で、それぞれの端部を一つの連結具２における一対の側壁部１２の
間に位置させており、二対の突起部２５それぞれにおいて対をなす突起部２５の一方が孔
部１５から突出して、隣接している足場板５の一方の下面部６３と干渉していると共に、
対をなす突起部２５の他方が孔部１５から突出して、隣接している足場板５の他方の下面
部６３と干渉している足場板５の連結構造、すなわち、第一実施形態の連結具１によって
隣接する足場板５が連結された構造と同一の連結構造が構築される。
【００６２】
　そして、上記の連結構造を構築した後でも、連結具１の場合と同様に、連結具２の全て
の立延部２１ｂに対して、コイルバネ３５の付勢に抗して押し下げる方向の力を作用させ
ることにより、連結具２を足場板５に対してスライドさせ、一部の足場板５を取り外すこ
とができる。
【００６３】
　なお、図１１は、同一の固定板部４０から突出している二つのピン４１の中心を通る線
に沿って、連結具２を幅方向に切断した断面図であり、図１２は、対をなす突起部２５を
通る線に沿って、連結具２及び足場板５を前後方向に切断した断面図である。
【００６４】
　以上、本発明について好適な実施形態を挙げて説明したが、本発明は上記の実施形態に
限定されるものではなく、以下に示すように、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、
種々の改良及び設計の変更が可能である。
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【００６５】
　例えば、連結具１，２では、孔部１５及び突起部２５がそれぞれ二対設けられる場合を
例示したが、これに限定されない。孔部１５が複数対あれば、足場板５を直線的に連結し
易いが、孔部１５及び突起部２５が一対であっても、一対の側壁部１２間の距離が足場板
５の幅長さに対して適切であれば、足場板５を直線的に連結することができ、その場合で
も、上記のように隣接する足場板５の端部間に隙間Ｓを設ければ、僅かにカーブするよう
に足場板５を連結することが可能である。
【００６６】
　また、連結具１，２では、スリット１７がベース部１１から側壁部１２の上端まで貫通
している場合を例示したが、少なくともベース部１１を貫通していれば、スリット１７の
上端は側壁部１２の中途であっても良い。スリット１７が側壁部１２の上端まで貫通して
いれば、連結構造を構築した後で一部の足場板５を取り外すために、立延部２１，２１ｂ
を押し下げる操作がし易いが、スリット１７の上端が側壁部１２の中途高さであっても、
その操作は可能である。
【００６７】
　更に、第一実施形態として、圧縮バネをコイルバネ３１として使用している連結具１を
例示したが、第一実施形態の変形例として、図１３（ａ），（ｂ）に示すように、引張バ
ネをコイルバネ３１ｂとして使用している連結具１ｂとすることができる。連結具１ｂで
は、引張バネであるコイルバネ３１ｂの上端はスリット１７の周壁に固定されており、下
端は立延部２１に固定されている。
【００６８】
　具体的には、スリット１７は全長に亘り、ピン状の立延部２１及びコイルバネ３１ｂの
直径よりスリット幅が広く、上端側で更にスリット幅が広くなることにより段部が形成さ
れている。一方、コイルバネ３１ｂは、上端に大径部分を有しており、この大径部分がス
リット１７の段部に固定されている。一方、立延部２１は、下端側が不連続に大径となっ
て段部が形成されており、この段部にコイルバネ３１ｂの下端が固定されている。ここで
、立延部２１に対するコイルバネ３１ｂの下端の固定位置は、図１３（ａ）に示すように
、平板体２０がベース部１１に当接している状態で、スリット１７における中途の高さで
ある。また、この状態で、コイルバネ３１ｂは僅かに引き伸ばされた状態にある。このよ
うな構成により、コイルバネ３１ｂは、スリット１７から抜け止めされていると共に、平
板体２０に対してベース部１１に向かう方向に付勢する力を、常に作用させている。そし
て、立延部２１を押し下げるような力が作用すると、コイルバネ３１ｂの下端は立延部２
１と共に下降するが、コイルバネ３１ｂの上端はスリット１７の周壁に対する固定によっ
て下降が規制されているため、コイルバネ３１ｂは引き伸ばされ、元に戻ろうとする力に
よって、ベース部１１に向かう方向に付勢する力を平板体２０に大きく作用させる。
【００６９】
　足場板５を連結具１ｂで連結する際は、連結具１の場合と同様に、連結具１ｂの内部空
間に、足場板５の端部を進入させていく。これに伴い、足場板５の下面部６３との当接に
より突起部２５が押し下げられ、図１３（ｂ）に示すように、コイルバネ３１ｂを引き伸
ばしながら立延部２１及び平板体２０が下降し、平板体２０がベース部１１から離隔する
。足場板５の更なる前進に伴い、下面部６３が突起部２５の上を通過して両者の接触がな
くなると、引き伸ばされているコイルバネ３１ｂが元に戻ろうとする付勢力によって、立
延部２１及び平板体２０が一気に上昇し、突起部２５が一気に孔部１５から突出する。つ
まり、立延部２１を挿通させたコイルバネが、圧縮バネのコイルバネ３１であっても、引
張バネのコイルバネ３１ｂであっても、平板体２０をベース部１１に向かう方向に付勢す
ることができる。
【符号の説明】
【００７０】
１，１ｂ，２　連結具（足場板連結具）
５　足場板
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１０　連結具本体
１１　ベース部
１２　側壁部
１３　上壁部
１５　孔部
１７　スリット
２０　平板体
２１，２１ｂ　立延部
２５　突起部
３１，３１ｂ，３５　コイルバネ
４０　固定板部
５０　足場板本体
５１　天面部
５２　側面部
６０　端部カバー
６１　上面部
６２　被覆部
６３　下面部
Ｌ１　一対の突起部の間の長軸方向の距離
Ｌ２　下面部の長軸方向の長さ

【図１】 【図２】

【図３】
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